








【目的】lgA腎症には著しい地域差が認められることは良く知られている。すなわち日本・

シンガポール・オーストラリアなどのアジア・太平洋地域とフランス・イタリー・スペイ

ンなどの南ヨーロッパ地域とでは本症の発生頻度が高いが、イギリス・ドイツ・スエーデ

ンなどの北ヨーロッパ地域とアメリカ合衆国・カナダなどの北米地域および南米とアフリ

カでも本症の発生は比較的稀である。このような地域差が遺伝因子によるものかそれとも

環境因子によるものかは現時点では明らかでないが、最近各国への移民における本症の発

現状況が漸次判明しつつあり、それらの観察の結果から本症の高頻度発生の原因が遺伝因

子によるという可能性が高まっている。本研究は遺伝因子の中で具体的にどの様な異常が

生じているかを明らかにするために、本症患者のみならずその家族にも1gA の産生亢進が

認められるか否かを検討して、本症に免疫遺伝学的な素因が存在する可能性を探究するこ

とを目的とした。 


